




























ノートノTソコン Fujitsu FMV・575NAjT(Pentium 75MHz， Mem 24MB， HDD 800MB) 
Audio入出力 内蔵サウンドカード (SoundBlaster Pro互換)
Video入出力 IBM Smart Capture Card (PCMCIA TypeII Card) 





しているため，音声の入出力についてはさほど心配する必要はない.欲を言えば， Sound Blaster Pro 
相当のものではなく，全二重通信ができるサウンド機能があればなお好ましい.
ノートパソコンで映像の入出力を行うために，今回は， PCMC1Aスロットに挿して使用するタイ











でも，現在使用していない割り込み要求 (1RQ)番号と↑2 サウンドカードが使用している 1RQ，現
在使用されているダイレクトメモリアクセス (DMA)の番号くらいは知っておいた方がよい.
2.3 インストールメディア






















































言語選択で日本語を選ぶと，次に日本語で， PCカードに関する設定メニューが出る.最初は， PC 
カードコントローラが使用するアドレスの指定である.ここでは，そのパソコンで他のデバイスに使
用されていないメモリアドレスを指定すればよいが，多くの場合は Defaultを選択すれば問題ない.
"Default I/D address OxdOOOO-Oxd3fff・-
続いて PCカードが使用する IRQの設定メニューが出る.ここでは，準備段階で調べた空き IRQ
を思いだしながら，どの IRQを割り当てるかを決定する-'-例えば，今回インストールしたパソコン
では，サウンドカードが IRQ=5で， IRQ 10， 11が両方とも空いていたため， Defaultを選択した.




























開始位置 大きさ 終了位置 名称 タイプ 種別副タイプ フラグ
O 63 62 6 unused O 
63 614817 614879 wdOs1 2 fat 6 = 
614880 975744 1590623 wdOs2 3 freebsd 165 CAB 




















wdOsl <none> 300MB DOS 
wdOs2a / 32MB UFS Y 
wdOs2b swap 55MB SWAP 
wdOs2e /var 30MB UFS Y 

















→ base， 1km， sysを選択
• ports The Free B8D Ports collection 
• XFree86 XFree86 3.3.1配布ファイル→ "B基本"→ bin，cfg， 1ib， man， prog， setを選




















































・"Kキーマップ"→ Japanese 106 
・"Sセーパ"→ Sスター





→ "18 Japan" 
→ "1 most locations" 



















2. /stand / sysinstallを実行
lroot# 1st…n叫
3.メインメニュー画面から， “c設定"を選択





"C PCカード PCカード対応カーネルのコンパイルとインストール H
6.この後出てくる問いに答えていけば， PCカードの設定が完了する.
・jetcファイルの置き換え
→ R置換 jetcファイルを置き換える→ OK
.カーネルソースのノfックアップ









































root# pkg_add tcl-8.0.tgz 
root# pkg_add tk-8.0.tgz 














root# ls -1 225-PAO-scc/ 
-rw-r--r-- 1 usr group 391 J紅 1 12 19:57 OOreadme 
-rw-r--r-- 1 usr group 25619 J出 1 12 19:30 scc.c 
-rw-r--r-- 1 usr group 3795 Jan 12 19:30 scc.h 
-rw四 r--r-- 1 usr group 9348 Jan 12 19:30 scc_cs.h 






このうち， scc.hを /usr/src/sys/i386/includeへそれ以外を /usr/src/sys/i386/isaへ入
れる.
root# cp scc.h /usr/src/sys/i386/include 
root# cp scc.c scc_cs.h scc_subr.c /usr/src/sys/i386/isa 
続いて， PAO_MROUTE_SCCを編集する.ここで，
・sccに関する記述はすでにあり，コメントアウトされているので， sccOのコメントをはずす.




# device sccO at isa? port Ox240 irq 10 iomem ~xd4000 vector sccintr 
# device scc1 at isa? disable port Ox244 irq 11 iomem Oxd8000 vector sccintr 
device sccO at isa? port Ox240 irq 11 iomem Oxd4000 vector sccintr 





今回使用したパソコンのサウンドカードは， Sound Blaster Pro互換のものであるので，次のよう
な設定を追加した.
# Audio drivers: 'snd'， 'sb'， 'pas'， 'gus'， 'pca' 
controller sndO 
device sbO at isa? port Ox220 irq 5 conflicts drq 1 vector sbintr 
device sbxviO at isa? drq 5 











root# cd /usr/src/sys/i386/conf 
root# config PAO_MROUTE_SCC 
root# cd ../../compile/PAO_MROUTE_SCC 
root# make depend && make 



































user% zcat xfscc-O.41.tar.gz I tar xf -
user% cd xfscc-O.41 
user% make 
user% su 
root# mv xfscc /usr/local/bin/ 













root# cd /usr/ports/mbone/vic 
root# make extract 
…ここでソースが展開される…
root# cp grabber-scc.cc /usr/ports/mbone/vic/work/vic-2.8/ 

























付属の CD-ROMと日本語インストーラは， FreeBSD 2.2.1・RELEASEなので今となっては古く
てあまり嬉しくないが，もう一つの特典，デーモン君シールはなかなかよい.
• http:j jwww伊 丘eebsd.orgj
日本版FreeBSDオフィシャルページ
FreeBSDに関する最新情報と， FreeBSDに関する各種リンク.
• http:j jwww.jp企eebsd.orgjPAOj 
PAOオフィシャルページ.
PAO版インストーラの最新版と， PAOに関する各種.リンク.
• http:j jwww.mickey.ai.kyutech.ac.jpj百 hashijsccj
九州工業大学の大橋さんによる， IBM Smart Capture C~rd のドライパに関するページ
Linux用のドライパや， Windows95用のドライパに関するリンクもある.




• http:j jwww.yy.cs.keio.ac.jpj-sanpeijFreeBSD j sd9.html 
FreeBSDの 100MEthernetとATM(!)に関する解説ページ.









• http:j jyslab.shinshu-u.ac.jp;-ikedajcdromjyslabj FreeBSD-Bookj→(次の行へ続く)
→(前の行から)chapterlOjPAO-970331jX1LSURVEY jXF86Configsj 
XF86Configファイルのサンプル集.
• ftp:j jftp.nagasaki-u.ac必jpubjprgjPC-UNIXjFreeBSD j 
長崎大学のFreeBSD関連ディレクトリ
今のところ情報量は非常に少ないが，本稿にでてくるファイルは，一通り置いてある.
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